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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第15期
第３四半期
連結累計期間

第16期
第３四半期
連結累計期間

第15期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 30,691 28,715 40,916

経常利益 (百万円) 1,918 1,689 2,421

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,077 1,060 1,253

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,026 1,053 1,225

純資産額 (百万円) 27,607 28,292 27,805

総資産額 (百万円) 40,459 40,682 40,316

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 13.32 13.11 15.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 68.2 69.5 69.0

　

回次
第15期
第３四半期
連結会計期間

第16期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.53 2.81

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連の需要が堅調であるものの、世界経済

の減速基調、中国等をはじめとして新興国の成長鈍化、長びく欧州の金融不安や円高による国内景気の下

振れリスク等、依然として厳しい経済環境と先行きの不透明な状況のなかで推移しました。

このような状況の下、当社グループにおきましては主要ユーザーである鉄鋼業界が、世界的な需要低迷

の影響を受け粗鋼生産が弱含みに推移しており、カルシア、マグネシア事業の主要製品である鉄鋼原料用

生石灰、耐火物原料用マグネシアの需要が減少傾向にあります。一方、東北地区へ向け製紙用及び一般土

木用途向けの生石灰は増加しており、排煙脱硫用途向けや土壌改善材等の環境関連製品の出荷も堅調に

推移しました。ファイン製品は、樹脂用フィラー用途向けが自動車生産台数の増加から安定的に推移しま

したが、電子・光学材料用途向けは需要減により出荷が減少しました。　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期に比べ6.4％減少し、287億1千5百万

円となりました。　

損益面におきましては、新規ユーザーの開拓や原価低減対策に取り組んでいるものの、第２四半期以

降、国内外の景気低迷から出荷量が漸減している影響を受け、営業利益は前年同四半期に比べ15.7％減少

の15億8千3百万円、経常利益は前年同四半期に比べ11.9％減少の16億8千9百万円、四半期純利益につきま

しては1.6％減少の10億6千万円となりました。

　

セグメント別の業績を示すと、次のとおりであります。
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〔マグネシア事業〕

マグネシアクリンカーは、ケミカル用途向けが堅調に推移したものの、鉄鋼業界やセメント業界向け耐

火物原料用の出荷は減少しました。

水酸化マグネシウムは、震災による同業者応援出荷分が減少しておりますが、自家発電用排煙脱硫用途

向け、ケミカル用途向けに堅調に推移しております。

その他の製品につきましては、水質や土壌関連の環境改善材などが増加しております。

以上の結果、マグネシア事業の売上高は、前年同四半期に比べ12.3％減少し108億2千3百万円に、セグメ

ント利益（営業利益）は製造原単位の改善や固定費の削減に努めたものの、売上高の減収が影響し前年

同四半期に比べ13.8％減少し16億1千4百万円となりました。　

　

〔カルシア事業〕

生石灰は、東北地区の一般土木用途向けや製紙向けに需要が回復しておりますが、鉄鋼業界の粗鋼生産

が弱含みに推移していることから出荷が減少しました。

消石灰は、主に排ガス処理用途向けに堅調に出荷しております。

タンカルは、排煙脱硫用途向け、震災復興用として除塩・除染関連向けに出荷が増加しております。

その他の製品につきましては、土質固化材が増加しております。

以上の結果、カルシア事業の売上高は、前年同四半期に比べ1.7％増加し153億3千5百万円に、セグメン

ト利益（営業利益）は売上高の増収要因のほか、炉修費や諸経費などの固定費削減や製造原単位の改善

等により、前年同四半期に比べ46.1％増加し11億8千3百万円となりました。

　
〔ファイン事業〕

樹脂用フィラー用途向けの塩基性硫酸マグネシウムやタルクは、自動車生産台数の増加に伴い順調に

出荷量が増加しました。

電子・光学用途向けの超高純度炭酸カルシウム、超高純度硝酸カルシウム、並びにＰＤＰ用途向け気相

法高純度超微粉マグネシアは需要低迷により出荷が減少しました。

その他の製品につきましては、食添用カルシウム強化剤などが順調に増加しております。

また、生活関連用品は、新商品の投入などにより出荷は安定的に推移しております。　

以上の結果、ファイン事業の売上高は、前年同四半期に比べ24.3％減少し20億7千5百万円に、セグメン

ト利益（営業利益）は新規ユーザーの開拓や固定費の削減等に努めましたが、売上高の減収が影響し前

年同四半期に比べ66.9％減少し2億9百万円となりました。

　

〔その他の事業〕

連結子会社の貨物輸送事業につきましては、輸送量の減少により売上高は8.5％減少の4億8千万円とな

りました。新たなユーザーの開拓や固定費の削減に努めましたが、セグメント利益（営業利益）は

119.0％減少の△5百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ3億6千5百万円増加の406億8千2百

万円となりました。流動資産は、売上債権の回収等による現金及び預金の増加や、商品及び製品、原材料及

び貯蔵品の増加などから7億1千3百万円増加しており、固定資産は、主に設備償却により3億4千7百万円減

少しております。

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ1億2千1百万円減少の123億9千万円と

なりました。流動負債は、賞与引当金やその他が減少したものの、短期借入金や未払法人税等の増加など

から2千2百万円増加しており、固定負債は、役員退職慰労引当金やその他の減少などにより1億4千3百万

円減少しております。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ4億8千6百万円増加の282億9千2百

万円となりました。利益剰余金の増加が主な要因であります。　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は4億7千5百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 80,948,148 80,948,148
東京証券取引所
（市場第二部）
福岡証券取引所

株主としての権利内容に
制限のない、標準となる
株式であり、単元株式数
は1,000株であります。

計 80,948,148 80,948,148― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年12月31日 ― 80,948,148 ― 4,047 ― 3
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

57,000
―

株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

80,420,000
80,420 同上

単元未満株式
普通株式

471,148
― 同上

発行済株式総数 80,948,148― ―

総株主の議決権 ― 80,420 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000株（議決権７個）含

まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が976株含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
宇部マテリアルズ株式会社

山口県宇部市大字小串
1985番地

57,000 ― 57,000 0.07

計 ― 57,000 ― 57,000 0.07

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役
執行役員生産・技術本部長

取締役
執行役員生産・技術本部長
兼生産・技術本部技術部長

吉武　正三 平成24年10月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,500 4,186

受取手形及び売掛金 ※１
 13,331

※１
 12,166

商品及び製品 2,746 3,502

仕掛品 1,342 1,363

原材料及び貯蔵品 1,422 1,636

その他 798 992

貸倒引当金 △27 △20

流動資産合計 23,114 23,827

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,738 3,606

機械装置及び運搬具（純額） 4,578 4,157

土地 5,350 5,311

その他（純額） 1,034 1,161

有形固定資産合計 14,701 14,237

無形固定資産

その他 459 388

無形固定資産合計 459 388

投資その他の資産

投資有価証券 635 604

その他 1,406 1,625

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 2,040 2,228

固定資産合計 17,202 16,854

資産合計 40,316 40,682

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※１
 5,253

※１
 5,296

短期借入金 2,024 2,719

未払法人税等 92 261

賞与引当金 653 313

その他 ※１
 3,091

※１
 2,544

流動負債合計 11,114 11,136

固定負債

長期借入金 24 10

退職給付引当金 441 436

役員退職慰労引当金 152 111

その他 778 694

固定負債合計 1,397 1,253

負債合計 12,511 12,390
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,047 4,047

資本剰余金 883 883

利益剰余金 22,942 23,437

自己株式 △15 △16

株主資本合計 27,857 28,352

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △52 △59

その他の包括利益累計額合計 △52 △59

純資産合計 27,805 28,292

負債純資産合計 40,316 40,682
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 30,691 28,715

売上原価 22,791 21,496

売上総利益 7,900 7,219

販売費及び一般管理費 6,020 5,635

営業利益 1,879 1,583

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 9 9

為替差益 － 25

受取賃貸料 51 46

その他 64 80

営業外収益合計 128 164

営業外費用

支払利息 20 14

為替差損 43 －

固定資産除却損 12 31

その他 12 12

営業外費用合計 89 58

経常利益 1,918 1,689

特別損失

減損損失 － 39

投資有価証券評価損 － 20

固定資産廃棄損 16 －

特別損失合計 16 59

税金等調整前四半期純利益 1,901 1,630

法人税等 824 569

少数株主損益調整前四半期純利益 1,077 1,060

四半期純利益 1,077 1,060
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,077 1,060

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △50 △7

その他の包括利益合計 △50 △7

四半期包括利益 1,026 1,053

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,026 1,053

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【継続企業の前提に関する事項】

　　該当事項はありません。

　
【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　　該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以降に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響

は軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

　税金費用の計算 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算

すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。

　
【追加情報】

　　該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 102百万円 95百万円

支払手形 294  〃 274  〃

設備関係支払手形 53  〃 56  〃

　       (流動負債　その他）
　
　

２  偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入等に対して、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

岩手共同石灰(株) 12百万円 岩手共同石灰(株) 55百万円

(株)ライムグリーン 13  〃 (株)ライムグリーン 4  〃

大豊物流㈱ 211  〃 大豊物流㈱ 138  〃

Japan Ecology
　　　　Logistics㈱

8  〃
Japan Ecology
　　　　Logistics㈱

―  〃

その他３社 20  〃 その他３社 26  〃

計 266百万円 計 223百万円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及

び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 1,753百万円 1,547百万円

負ののれんの償却費 2  〃 2  〃
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 647 8.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 566 7.00平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

マグネシア
事業

カルシア
事業

ファイン
事業

その他の
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,34815,0772,740 525 30,691 ― 30,691

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 0 0 1,093 1,093△1,093 ―

計 12,34815,0782,740 1,61831,785△1,093 30,691

セグメント利益 1,872 809 634 30 3,346△1,466 1,879

(注) １　セグメント利益の調整額は、以下の通りであります。

　　セグメント間取引消去　　   ―百万円

　　全社費用　　　　　　　△1,466百万円

　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

マグネシア
事業

カルシア
事業

ファイン
事業

その他の
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,82315,3352,075 480 28,715 ― 28,715

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― 0 0 969 969 △969 ―

計 10,82315,3352,075 1,44929,685△969 28,715

セグメント利益又は損失(△) 1,614 1,183 209 △5 3,001△1,417 1,583

(注) １　セグメント利益の調整額は、以下の通りであります。

　　セグメント間取引消去　　 　―百万円

　　全社費用　　　　　　　△1,417百万円

　　　　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 13円32銭 13円11銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 1,077 1,060

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,077 1,060

    普通株式の期中平均株式数(千株) 80,893 80,890

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月13日

宇部マテリアルズ株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　野    隆　　良    印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    渥　　美    龍　　彦    印

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    上　　林    礼　　子    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宇部
マテリアルズ株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平
成24年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、
四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宇部マテリアルズ株式会社及び連結子会社の
平成24年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表
示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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